不審者侵入時における危機管理マニュアル
社会福祉法人　横浜博萌会　横浜いずみ学園

１、基本的な考え方

　・日頃から不審者の侵入を未然に防ぎ、学園の安全確保を図る。

　・非常時には、子どもの安全の確保を最優先とする。

　・必ず連絡し、複数の職員、関係機関も含めて対処できるようにする。

　　→大声で知らせる、火災通報ボタンを押す、電話で連絡する。

２、不審者を侵入させないための体制作り
（侵入しにくい環境）

　・学園裏手の長い階段の入口は常時施錠。

　・子どもの虹情報研修センターの門は、平日１７：３０～翌９：００、土日曜日、祝日は閉めています。（施錠はしていません。）

　・しらゆり園の門は２２：００～翌６：００閉めています。（施錠はしていません。）

　・学園駐車場入口は常時閉めています。（施錠はしていません。）

　（平日昼間）
　・来訪者には、必ず声をかけ取り次ぐまで、職員室前受付エリアで待ってもらう。また子ども玄関に行く者にはすぐに声をかけ、職員玄関に回ってもらう。

　・様子が不審な者には、複数の男性職員で対応し部屋トトロに隔離。警察、近隣（子どもの虹情報研修センター、しらゆり園）へ通報する。子ども達へは１階に来ないように指示。

　・職員付添いのない部外者の２階部分への立入は禁止。

　（休日・夜間）

　・学園玄関（２ヵ所）を施錠し、侵入を防ぐ。来訪者にはインターホンで用件を確認する。
　・不審者が強行に侵入しようとする場合、直ちに警察に通報、職員及び近隣に連絡する。

　子ども達には、鍵をかけて部屋で待機するよう指示する。

　（いずみ級小学校）

　・各教室に立てこもり、内線にて学園職員室に応援を要請する。

３、実際の対応

　（１）役割分担

（平日）

　○全体指揮・外部との連絡―――――――　園長
　○避難誘導・安全確保・安否確認――――　２階把握職員

　○不審者対応―――――――――――――　発見者・付近の職員・男性職員
　○応急手当――――――――――――――　看護師

　○電話対応・記録―――――――――――　事務職員

（夜間）

　○不審者対応（インターホン）―――――　女性当直職員

　○外部連絡・侵入阻止―――――――――　男性当直職員

（休日）

　○全体指揮・外部連絡―――――――――　Ⓑ、管理職

　○避難誘導・安全確保・安否確認――――　２階把握職員

　○不審者対応―――――――――――――　発見者・男性職員

４、外部機関連絡先

・警察　　　　　　　１１０　　　　　　　　・消防　　　　　　　１１９

・戸塚警察署　　　　８６２－０１１０　　　・戸塚消防署　　　　８８１－０１１９

・子どもの虹　　　　８７１－８０１１　　　・しらゆり園　　　　８６１－１１１２

・教育棟　　　　　　８６４－８８６６　　　・汲沢中学校　　　　８６１－５３０３

・汲沢小学校　　　　８６４－８６９８　　　

・横浜市　　　　　　　　　　こども家庭課　　　　　６７１－２３９４

中央児童相談所　　　　２６０－６５１０

　　　　　　　　　　　　　　南部児童相談所　　　　８３１－４７３５

　　　　　　　　　　　　　　北部児童相談所　　　　９４８－２４４１

　　　　　　　　　　　　　　西部児童相談所　　　　３３１－５４７１

・神奈川県　　　　　　　　　子ども家庭課　　　　　２１０－４６５５
中央児童相談所　　　　０４６６－８４－１６００

　　　　　　　　　　　　　　鎌倉三浦地域児相　　　０４６－８２８－７０５０

　　　　　　　　　　　　　　小田原児童相談所　　　０４６５－３２－８０００

　　　　　　　　　　　　　　県北地域児童相談所　　０４２－７５０－０００２

　　　　　　　　　　　　　　厚木児童相談所　　　　０４６－２２４－１１１１

・川崎市　　　　　　　　　　こども福祉課　　　　　０４４－２００－２９２９

こども家庭センター　　０４４－５４２－１２３４

　　　　　　　　　　　　　　中部児童相談所　　　　０４４－８７７－８１１１

　　　　　　　　　　　　　　北部児童相談所　　　　０４４－９３１－４３００

・相模原市　　　　　　　　　子ども青少年課　　　　０４２－７６９－９８１１

児童相談所　　　　　　０４２－７３０－３５００

５、対応の流れ

　①初期対応

　　関係者以外の学園内への立入

　　　　　　　↓

　　不審者かどうか確認

　　・正当な理由　有→→受付へ

　　・正当な理由　無

　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　↓

　②緊急対応　退去を求める

　　・退去した→→再侵入の可能性→→侵入を監視

　　・退去しない

　　　　　↓

　　危害を加える恐れはないか

　　A無→→繰返し退去を求める

　　・退去した→→再侵入の可能性→→侵入を監視

　　・退去しない

　　　　　↓

　　B有→→隔離、通報する
　　　　　　　　↓
　　・できた→→→警察への引渡し、各関係機関に連絡

　　・できなかった

　　　　　↓

　　子どもの安全を確保する
　　・不審者現場

　　　1)応援を要請－大声、インターホン、内線、火災報知機、非常通報等を使用

　　　2)身近にある物で不審者と距離を取り、移動を阻止

　　・子ども現場

　　　1)直ちに子どもの安全確保－学校、２階へ連絡
　　　→防御準備、各居室に施錠し待機
　　　　　　　　　状況に応じて学園外に避難

　　・応急手当

（いずみ級小学校への侵入）

　こちらの盲点をついて学級に侵入された場合、教師は直ちにこどもたちの安全を確保し教室に立て篭もるか外に避難する当を判断し、学園事務室に内線等で連絡する。学園側は連絡を受けたら、各機関に連絡、直ちに応援に向かい、不審者の隔離に努める。

（２階への侵入）

　こちらの盲点をついて２階に侵入されたら、カウンターにいる男性職員が直ちに下に降りるよう説得しその間に他の職員が各所に連絡。応援職員は速やかに不審者を１回に隔離する。子ども達には施錠避難を指示する。

◎事後の対応

・報告書の作成、関係機関への報告

・子どもの心のケア

◎報告様式

　・事故等対応マニュアルの様式を使用

６、このマニュアルに定めのない事項については、園長が別に定める。

※附　則

　このマニュアルは平成１６年１２月２８日から施行する。

＜不審者侵入時　フローチャート＞
不審者侵入発見

↓

↓

その場にいる職員が消火栓等の火災報知器を押す

↓

↓

２階カウンター職員　放送
居室に避難し施錠するよう指示

↓

↓

子ども達の安全確保が最優先

↓

↓

警察に通報

１階にいる職員が災害時非常連絡網で連絡

児童相談所等関係機関に連絡
